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1. 注射器を滅菌パックから取り出す。�

2. 注射器の先端が周囲の物や手に触らないように注意して、一旦置く。�

3. 輸液を注射器に入れるための針のパッケージを開ける。D

この時、注射器に接続する部分に触れないように注意する。

註) 針の取り外しについて

針が注射器の先端についている時、キャップをまっすぐ引くとキャップだけが抜け、

キャップごと回転させると、針とキャップが一緒に抜ける。

4. 注射器と針を接続する。�

5. 輸液のパックを用意する。針を差し込む部分に触れないように注意する。�

註) 輸液の保管と温度

輸液のパックは直射日光の当らない涼しい場所に保管する。

夏は常温保管で輸液の温度も適温だが、それ以外の時期は常温では輸液が冷た過ぎるため

電子レンジや湯せんなどで冷たいと感じない程度に温めてから使用する。

*輸液パックに触れて温かいと感じる温度では、低温やけどをする危険性があるので注意。�

6. 注射器でパックから輸液を吸い込む。(パックは吊り下げた方が液を吸い込みやすい。)�

註) 輸液パックの消毒

輸液パックを初めて開封する場合は、差込口の消毒は不要。
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[image: image2.wmf]2回目以降の使用時は、差込口をアルコール面で消毒してから針を刺す。�

ただし、1回に2本の注射器を用意する場合は、1本目を吸い込む前に消毒するだけで良い。�

7. 針を付け替える。(通称トンボ)�

この時、注射器に接続する部分に触れないように注意する。

8. 内筒を軽く押して、注射器に残った空気とチューブ内の空気を抜く。�

9. 肩甲骨の中間部分付近をアルコール綿で消毒する。�

註) 皮膚の消毒について

猫の皮膚にはほとんど菌が付着していないが、毛にはたくさん不着しているので

皮膚を消毒するというよりは、毛を消毒するつもりで行う。

アルコール綿で毛をかきわけるようにし、注射する部分の皮膚を露出させると良い。

10. 右手に注射器を持って、親指と人差し指でトンボをつまむ。

この時、針の先端の向きに注意。

11. 針のキャップを取り外す。針が周囲の物や手に触れないように注意する。

万が一針が汚染してしまったら、その針は使用せず、新しい針と交換する。

12. 左手で消毒した部分より少し上を持ち上げ、三角形のくぼみができたら

そのくぼみの一番下の中心部分にまっすぐ針を刺す。

13. 一旦内筒を引いて、血液や空気が逆流してこない事を確認する。

(もし血液が逆流してきた場合は太い血管に入ってしまった可能性がある。�

空気が逆流してきた場合は、針が皮膚の反対側に突き抜けている可能性がある。

このような場合は一旦注射を中止し、針を刺しなおす。)�
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[image: image3.wmf]14. 内筒を押して輸液を注入する。

15. 輸液が全部入ったら針を抜いて、針を抜いた部分をアルコール綿で軽く押さえる。

その後、輸液の部分を軽くもんで液を散らす。

完了！！
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